
徳徳
島島
市市
立立
図図
書書
館館
のの
ササ
ーー
ビビ
スス

利用者カード

移
動
図
書
館

「
い
ず
み
号
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
お
は
な
し
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

絵
本
で
楽
し
い
時
間
を
！

No.７４５

１１００月月２２７７日日～～１１１１月月９９日日

秋秋秋秋秋秋 のののののの 読読読読読読 書書書書書書 週週週週週週 間間間間間間
～～ししおおりりいいららずずのの一一気気読読みみ～～

徳
島
市
立
図
書
館
で
は
、
約

３８
万
冊
の
一
般
書
や
児
童
書
、

郷
土
資
料
、
参
考
図
書
な
ど
を

そ
ろ
え
、
本
の
閲
覧
や
貸
し
出

し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
１７
年
度
末
の
利

用
登
録
者
数
は
７
万
６
０
０
０

人
、
貸
出
冊
数
は
５６
万
冊
と
な

っ
て
い
ま
す
。

●
本
の
貸
し
出
し

市
立
図
書
館
を
利
用
す
る
こ

と
は
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
で

も
で
き
ま
す
が
、
本
を
借
り
る

場
合
に
は
「
利
用
者
カ
ー
ド
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
作
成
は
、
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人
な
ら
誰
で
も
で
き
ま
す

の
で
、
運
転
免
許
証
や
学
生
証

な
ど
、
住
所
を
確
認
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

調
査
、
研
究
に
必
要
な
本
の

紹
介
を
し
た
り
、
本
を
探
す
手

伝
い
を
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ほ
か
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
文
書
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

●
希
望
図
書
リ
ク
エ
ス
ト

読
み
た
い
本
が
見
当
た
ら
な

い
と
き
は
、「
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

ド
」
に
書
名
・
著
者
名
な
ど
必

要
事
項
を
記
入
し
、
図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
中
の
も
の
は
返
却
さ
れ

次
第
、
市
立
図
書
館
に
な
い
も

の
は
新
た
に
購
入
す
る
か
、
ほ

か
の
図
書
館
か
ら
借
り
て
き
て

で
き
る
だ
け
希
望
に
応
じ
ま
す
。

●
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

教
育
機
関
や
社
会
教
育
団
体

な
ど
を
対
象
に
、
１６
ミ
リ
映
写

機
や
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

な
ど
の
機
材
の
ほ
か
、
徳
島
市

に
伝
わ
る
伝
統
文
化
や
産
業
な

ど
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
教
材
を

貸
し
出
し
ま
す
。
ま
た
、
操
作

技
術
の
習
得
と
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、

貸
し
出
し
時
に
、
映
写
機
操
作

技
術
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書
館

昨
年
１０
月
か
ら
、
図
書
の
検

索
や
予
約
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
２４
時
間
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

検
索
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
利
用
で
き
ま
す
が
、
予
約

を
行
う
た
め
に
は
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
と
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
（
未
登
録
の
人
は
図

書
館
の
利
用
登
録
も
）。

「
本
を
借
り
た
い
け
ど
図
書

館
が
遠
い
」「
家
庭
の
都
合
で
な

か
な
か
図
書
館
ま
で
行
け
な

い
」
と
い
う
人
の
た
め
に
、
移

動
図
書
館
車
「
い
ず
み
号
」
が
、

市
内
７０
カ
所
を
月
に
約
１
回
巡

回
し
て
図
書
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。

い
ず
み
号
の
巡
回
場
所
、
日

程
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
市
立
図
書
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
１０
月

か
ら
３
月
ま
で
の
巡
回
日
程
に

つ
い
て
は
、
９
月
１５
日
付
「
広

報
と
く
し
ま
」
に
掲
載
）。

ま
た
、
広
く
図
書
を
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
公
民
館
や
児

童
館
な
ど
５０
カ
所
に
配
本
し
て

い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

（「
徳
島
文
化
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
み
ん
み
ん
ク
ラ
ブ
」「
と
く

し
ま
お
話
を
語
る
会
」「
や
ま
も

も
腹
話
術
同
好
会
」）の
協
力
の

も
と
、
紙
芝
居
、
人
形
劇
、
お

話
し
会
、
腹
話
術
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
１０
月
後
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
２１
日
�
お
話
と
手
遊
び

▽
２８
日
�
お
ん
ぶ
と
だ
っ
こ
の

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

（
１０
時
半
〜
１１
時
）

▽
２９
日
�
エ
ン
ジ
ョ
イ
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ

（
１０
時
〜
１１
時
）

新
生
児（
４
カ
月
児
）と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
絵

本
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
や
楽

し
さ
な
ど
を
保
護
者
に
伝
え
た

り
、
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

保
護
者
に
読
み
聞
か
せ
の
体
験

を
し
て
い
た
だ
き
、「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
」を
お
渡
し

し
ま
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修
会
で
登

録
さ
れ
た
人
や
、徳
島
市
の「
子

育
て
応
援
・
支
援
団
」
に
登
録

し
て
い
る
人
、
図
書
館
の
「
お

は
な
し
の
会
」
講
座
修
了
生
、

幼
稚
園
教
諭
、
大
学
生
な
ど
４７

人
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

﹇
対
象
﹈市
内
在
住
の
、
４
カ
月

児
と
そ
の
保
護
者（
※
対
象
者

に
は
通
知
を
し
ま
す
）

﹇
パ
ッ
ク
の
内
容
﹈（＝

右
下
写
真
）

▽
絵
本
３
冊

▽
イ
ラ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ス
集

▽
子
ど
も
に
読
ん
で
あ
げ
た
い

絵
本
の
リ
ス
ト

▽
図
書
館
の
利
用
案
内
・
利
用

申
込
書
―
な
ど

﹇
受
け
取
り
期
間
﹈生
後
４
カ
月

か
ら
１
歳
の
誕
生
日
ま
で

﹇
受
け
取
り
場
所
・
日
時
﹈

▽
市
立
図
書
館
２
階
こ
ど
も
室

（
徳
島
町
城
内
）＝

図
書
館
開
館

日
９
時
〜
１８
時

▽
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
沖
浜
東

２
）＝

土
曜
日
１０
時
〜
１６
時

﹇
受
け
取
り
方
法
﹈通
知
文
に
同

封
さ
れ
た「
引
換
券
」を
持
参
し
、

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、絵
本
リ
ス
ト
に
掲
載

し
て
い
る
絵
本
は
、図
書
館
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。０
歳
の

赤
ち
ゃ
ん
も
図
書
の
利
用
者
カ

ー
ド
が
作
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆

◆

◆

市
立
図
書
館
で
は
秋
の
読
書

週
間
中
に
次
の
催
し
を
行
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
し
お
り
い
ら
ず
の
一
気
読
み
」
を
標
語
と
し
て
、
１０
月
２７

日
か
ら
、
文
化
の
日
を
中
心
に
１１
月
９
日
ま
で
の
２
週
間
の
日

程
で
、
秋
の
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
読
書
は
、
「
知
識
を

広
げ
る
」「
心
を
豊
か
に
す
る
」
な
ど
、
人
間
性
を
育
て
、
か
た

ち
づ
く
っ
て
い
く
上
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。
徳
島
市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
「
本
と
の
出
会
い
」
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
、
図
書
や

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

徳島市立図書館
［電 話］（６５４）４４２１
［所 在 地］ 徳島町城内２（中央公民館内２階、３階、４階）
［開館時間］ 午前９時～午後６時
［休 館 日］ 毎週火曜（祝日と重なる場合は翌日も）・毎月月末

（火曜の場合は前日の月曜も）・祝日、年末年始、長期
図書整理期間（９月１６日～３０日）

［ホームページ］http://www.city.tokushima.tokushima.jp/toshokan/

月１５日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

１０2006 平成１８年１０月１日現在
（前月比）

（－８３）
（－３５）
（－４８）
（＋６０）

人 口 ２６１，３４０人
男 １２４，４７９人
女 １３６，８６１人

世帯数 １０９，２２９世帯
面 積 １９１．３９�

おはなしで５日間世界一周
（図書館２階おはなし室）

タイトル

にんじんとだいこんとごぼう

ブラックさんとブラウンさん

おおかみと７ひきのこやぎ

ひなどりとネコ

マーシャとくま

時間１０：３０～１１：００

国名

日本

アメリカ

ドイツ

ミャンマー

ロシア

開催日

１１月１日�

１１月２日�

１１月３日�

１１月４日�

１１月５日�

「いずみ号」は約３０分駐車し貸し出しを行います

ブックスタート・パックの内容

「ブックスタート」での赤ちゃんとの楽しいひととき

おはなし室で話を聞く子どもたち

こども図書室（中央公民館２階）

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



特
別
支
援
教
育
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

平成１８年度から申し込みの必要はあり
ません。接種補助券（基本健康診査受診整
理券と一緒に送付済み）を持参し、市内の
かかりつけなどの委託医療機関で接種を
受けてください。
なお、委託医療機関は徳島市ホームペ
ージをご覧いただくか、保健センターに
お問い合わせください。
［対象］６５歳以上で、接種補助券に住所・名
前の印字がある人。ただし、接種日に満６５
歳以上でないと公費負担の対象となりま
せんのでご注意ください。
［期間］１１月１日�～平成１９年１月１５日�
［自己負担額］１，８００円（ただし、生活保護
法による被保護世帯に属する人は無料）
問 保健センター（�６５６－０５４０）

高齢者インフルエンザ予防接種は
１１月１日から始まります

食中毒にご用心を！
９月に、徳島市内でO－１５７の集団発
生がありました。
家庭では▼生鮮食品は新鮮なものを選
び、消費期限のあるものは確認する▼冷
蔵や冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵庫
や冷凍庫に入れる▼調理前、調理中はこ
まめに手を洗い、ふきんや包丁、まな板
などは清潔なものを用意する▼肉や魚な
ど加熱して調理する食品は十分に加熱す
る▼食卓に付く前にも必ず手を洗う－な
どに注意し、食中毒を防ぎましょう。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

第７４５号 平成１８年１０月１５日 （２）

徳
島
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

障
害
児
教
育
の
対
象
の
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
学

級
に
在
籍
し
て
い
て
支
援
の
必

要
な
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
も
、

常
に
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
な
指
導

や
支
援
を
行
う
特
別
支
援
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
教
育
が
学
校

全
体
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な

学
力
の
向
上
や
豊
か
な
心
の
育

成
が
図
ら
れ
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
た
い
へ
ん
重
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら

特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
設
置

し
、
地
域
の
関
係
機
関
が
連
携

し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒

業
後
ま
で
、
お
子
さ
ん
や
保
護

者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

何
か
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、学
校（
園

・
保
育
所
）
や
別
表
の
相
談
先

ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈１１
月
２２
日
�
１４
時
〜

﹇
場
所
﹈ふ
れ
あ
い
健
康
館
（
沖

浜
東
２
）
１
階
ホ
ー
ル

﹇
内
容
﹈「
地
域
に
広
げ
よ
う
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
」

※
参
加
ご
希
望
の
場
合
は
、
電

話
で
学
校
教
育
課
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に

な
り
次
第
受
け
付
け
を
締
め
切

り
ま
す
。

基本健康診査・がん検診は
１０月末まで
実施期間は１０月３１日�まで。▽基本健康
診査＝４０歳以上の人。市内の医療機関（一
部の病院は除く）で受診を。▽胃・肺・大
腸がん＝４０歳以上の人。集団検診▽子宮が
ん＝２０歳以上の偶数年齢に到達する女性。
個別検診▽乳がん＝４０歳以上の偶数年齢に
到達する女性。個別検診。子宮・乳がんの
該当者は受診整理券に住所・名前の印字あ
り。いずれの検診も、徳島市に住民登録が
あり、職場などで検診機会のない人が対象。
各検診の日程・場所などは、保健センタ
ーにお問い合わせを。受診の際には、必ず
受診整理券（該当者に送付済み）を持参で。
問 保健センター（�６５６－０５３０）

１０月２１日�は自動交付機休止
１０月２１日�は、庁内ネットワーク工事の
ため、住民票の写し・印鑑登録証明書・外
国人登録原票記載事項証明書の自動交付機
は終日中止。
問 住民課（�６２１－５１４０）

子
ど
も
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を
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組組組
みみみ

家屋調査にご協力ください
徳島市では、固定資産を適正に評
価するため、今年１月２日以降に新・増
築した家屋を対象に、家屋調査を実
施しています。
職員がお伺いし、家の内外を調査
します。時間は３０分程度です。留守の
場合は、連絡用紙を置いておきます
ので、都合のよい日をお知らせくだ
さい。
次に該当する場合は、お届けください
○未登記の家屋で売買・相続などに
よって名義変更した場合＝年内に現
所有者届を提出してください。
○家屋の一部または全部を取り壊し
た場合＝滅失届を提出してくださ

い。なお、法務局に滅失登記を済ま
せた人や、家屋の新・増築などによる
家屋調査時に職員へ届け出た人は不
要です。
次に該当する場合は、ご連絡ください
○店舗を住宅に、事務所をアパート
に、またはその逆など、建物を他の用
途に変更したとき
○住宅用地として利用している土地
に隣接する土地を取得し、これまで
の住宅用地と一体で利用していると
き
○住宅用地から駐車場、またはその
逆や分筆、合筆による住宅用地の利
用形態の変更など土地の利用状況を
変更したとき
［問い合わせ先］資産税課家屋係（�
６２１－５０７２・５０７３）、資産税課土地係
（�６２１－５０６９・５０７０）

資産税課からの
お知らせ

特別支援教育に関する相談先
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浄浄化化槽槽のの管管理理はは大大丈丈夫夫？？
－－点点検検ななどどををおお忘忘れれななくく－－

１０月は市・県民税の
第３期分の納期月
納期限は１０月３１日�です

◆小豆島
１１月２０日�、２４日�〈日帰り〉
８，８００円（昼食付き）
◆日曜市・龍馬のうまれたまち記念館
西島園芸団地
１１月２６日�・１２月２４日�〈日帰り〉
８，０００円（昼食付き）
◆冬の味覚越前かに会席ツアー
１２月２日�、９日�、１６日�〈日帰り〉
１１，５００円（昼食付き）
◆神戸ショッピング＆ルミナリエ
１２月８日�、９日�、１０日�〈日帰り〉
３，８００円（食事なし）
◆山陰浜坂カニツアーかに会席のご昼食
１２月１０日�、１７日�、２４日�〈日帰り〉
１２，０００円（昼食付き）
問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数、価格）

▽エアーウォーカー、６年、無償▽市松人

形（ケース入）、９年、無償▽金属製本棚（４

段）、８年、無償▽ガス釜（一升）、８年、無償

▽学習机（本棚、イス付）、１０年、無償▽湯

沸かし器（都市ガス）、１年、３，０００円▽湯沸

かし器（都市ガス）、４年、１，０００円

［譲ってください］▽ベビーカー▽ベビー

ベッド▽ベビークーハン▽マッサージチ

ェアー▽フリーアームミシン

申 はがきに希望の品（１人１品目）・住所・

名前・電話番号を記入し、１０月２０日�までに
消費生活センター（〒７７０－０８３４元町１）へ。

同２３日�に抽選し、当選者に連絡します。
問 徳島市消費生活センター（�６２５－
２３２６ 火曜日・祝日は休み）

親親子子ふふれれああいいププララザザ 市バス 旅への誘い不用品活用飲酒運転撲滅を目指して
【１１月の行事】 �657‐0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
★印は当日先着３０組

最近、交通事故が後を絶たず、社会問題
となってる飲酒運転の撲滅を目指したキ
ャンペーンが１０月１７日～１２月３１日、県下
で実施されます。
飲酒運転は重大な交通事故を招くだけ
でなく、免許の取り消しや、罰金、懲役を
科されることになります。飲酒運転ゼロ
の実現のため、つぎ
のことを徹底しまし
ょう。
○飲酒した場合は、絶
対に車の運転をしな
いようにしましょう。
○車の運転をする人
には、絶対に飲酒を
させないようにしましょう。
○飲酒運転をみんなで追放しましょう。
問 市民生活課（�５２１－５１３０）

◆子育てセミナー
「ふれあいいっぱいパネルシアター」※
日時 １１月１４日� １０：３０～１１：１０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 徳島市立加茂保育所 井上節美
定員 就学前の子どもとその保護者３０組

◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

内 容

絵本の読み聞かせ

親子であそぼう★

歯みがき指導★
作ってあそぼう★
子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん（英語も可）

お誕生パーティー※
（１１月生まれ）

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

１日�１０：３０～１１：２０
８日�１０：３０～１１：３０
１７日�１０：３０～１１：２０
１８日�
１０：３０～１５：００

２２日�
１０：３０～１１：２０

相談内容

乳幼児の発達・育児相談

保育所の入所のこと
子どもの養育についての相談・虐
待についての相談、特別児童扶養
手当の請求についての相談
幼稚園や小・中学校の相談

就学についての相談
小・中学生の不登校・引きこもり
についての相談
非行・いじめ・生活全般について
の相談
身体障害者手帳・療育手帳の交付
相談、障害福祉サービスの相談

子どもに関する相談

不登校やひきこもりなどの相談、
障害のある子どもについての相談

発達障害についての相談

子どもの発達等についての相談
（要予約）

時 間

月～金 ８：３０～１７：００

月～金 ８：３０～１７：００

月～金 ８：３０～１７：００

月～金 ８：３０～１７：００

月～金 ８：３０～１７：００

月～金 ８：３０～１７：００

月～金 ９：００～１６：００

月～金 ８：３０～１７：００

年末年始以外毎日
９：００～２１：００

月～金 ９：００～１７：００

月～金 ９：００～１６：００

水 ９：００～１１：００

電話番号

６５６‐０５３２

６２１‐５１９３

６２１‐５１２２

６２１‐５４１２

６２１‐５４３２

６２３‐５１５０

６２２‐７５００

６２１‐５１７７

６２６‐０８７４

６７２‐５２００

６４２‐４０００

６２２‐５１２１

相談場所

保健センター

保育課

子育て支援課

学校教育課

教育研究所
徳島市適応指導推進施設
すだち学級
徳島市青少年育成補導センター
（情報ホットライン）

福祉課

中央児童相談所
（子ども何でもダイヤル）
徳島県立総合教育センター特
別支援課
徳島県発達障害者支援センター
（徳島県立あさひ学園内）

徳島市民病院小児科相談外来

問い合わせ先

徳島保健所（�６５２‐５１５１）ま
たは�徳島県環境技術セン
ター徳島支部（�６２２‐６１１６）

検査について：
�徳島県環境技術センター
（�６３６‐１２３４）
その他法律に関すること：
徳島保健所（�６５２‐５１５１）

徳島保健所（�６５２‐５１５１）ま
たは徳島県環境整備課（�６
２１‐２２６７）

徳島市生活環境課
（�６２１‐５２１７）

内 容

浄化槽の設置状況を把握し、全設置者に対
して浄化槽の適正な維持管理の啓発・指導を
行うために、設置した時は届け出が必要です。
また、浄化槽の使用を止めた時も届け出が必
要です。

浄化槽使用開始後３カ月を経過した日から
５カ月の間に行う設置後水質検査と、その後、
毎年１回行う定期検査があります。検査は県知
事の指定する検査機関で受けなければなりま
せん。なお、検査を受けていない人で勧告、命
令などに違反した場合は罰則の対象になりま
す。

いつも汚水が正しく処理されるように、機
械（浄化槽に空気を送り込む装置など）の点検、
調整、修理や薬の補給が必要です。作業は、県
知事に登録した保守点検業者に委託してくだ
さい。

浄化槽を使用しているとカスや汚泥がたま
ります。これらのカスや汚泥を定期的に抜き
取り清掃することで、浄化槽の機能を保った
り、悪臭を防いだりできます。毎年１回以上実
施する必要があります。清掃は市の許可業者
に委託してください。

項 目

設置・廃止の
届出

法定検査

保守点検

清掃

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈学
校
教
育

課
�（
６
２
１
）５
４
１
２

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
活
環
境

課
�（
６
２
１
）５
２
１
７

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。
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INFORMATION

募 集

ウオーキング教室「楽しさいっぱい！
徳島ヴォルティスと一緒にウオーキング！」
１１月１２日�１３：３０～１５：００（受け付けは
１３：００～）。徳島中央公園内（集合は内町小
学校体育館）で。対象は医師から運動制限
を受けていない４０歳以上の市民。徳島ヴォ
ルティスの選手と一緒にウオーキング。定
員は１５０人（先着順）。参加は無料。
申 １０月１６日�以降に保健センター（�６５６
－０５３１）へ。

眉山再発見ウオーキング大会
１１月５日�１０：００～（受け付けは９：００～）。
雨天時は１１月１２日�に順延。阿波おどり会
館前バス駐車場集合。対象は小学４年生以上
の健康な市民（ただし、小学生は保護者同伴
で）。コースは天神社～山頂（約９０分・抽選
会あり）。定員は１５０人（先着順）。参加費は
中学生以上５００円、小学生３００円（いずれも
完歩認定証、記念タオル、おたのしみ抽選
券、うどん試食券、保険加入費などを含む）。
申 往復はがきに、住所・名前・年齢・電
話番号、返信あて名を記入し、１０月２２日�
（当日消印有効）までに眉山ウオーキング
大会事務局（〒７７０－０９０４ 新町橋２－２０
阿波おどり会館内 �６５２－３６１７）へ。

孫育てわくわく講座
１１月１９日�９：３０～１１：４０（受け付けは

９：１５～）。保健センター（沖浜東２ ふれあ
い健康館内）母子保健ルームで。対象は、こ
れからおじいちゃん、おばあちゃんになる
人。内容は、赤ちゃんの抱っこ、おやつの与
え方、事故予防など。定員は３０人（先着順）。
受講は無料。
申 保健センター（�６５６－０５３２）

徳島城博物館
蜂須賀少年のクイズウオークラリー
１１月３日�１０：００～１２：００（受け付けは
９：３０～）。雨天の場合は中止。集合場所は
徳島城博物館。定員は１００人（先着順）。参
加費は無料（ただし、高校生以上は入館料
が必要）。

子どもかるた教室
１１月１８日�、１２月２日�・１６日�１３：００
～１６：００。徳島城博物館和室で。対象は小
学校４～６年生。内容は、「百人一首かる
た」のルール解説や暗記法、札の取り方の
コツなど。参加は無料。
申 いずれも、はがきかファクスで、参加
希望名（「クイズラリー」または「かるた教
室」）・名前・学校名・学年・住所・電話番
号を記入し（かるた教室は３人１組で）、１０
月３１日�（必着）までに徳島城博物館（〒
７７０－０８５１ 徳島町城内１－８ �６５６－２４６６
�６５６－２５２５）へ。

食生活ダイエット相談
▽１１月１日�＝コンピューターによる食
生活診断▽１１月１５日�＝個別相談。いずれ

も１３：００～１７：００。保健センター栄養相談
室（ふれあい健康館２階）で。１人１時間。
定員は各日先着４人。対象は４０歳以上の市
民。両日でも１日だけでも可。また、３人
までのグループでも可。受講は無料。
申 保健センター（�６５６－０５３１）

徳島市民病院の
臨時看護師（３交替）
応募資格は、看護師資格を持つ４５歳以下
の人。募集は若干名。日給は経験年数に応
じて９，４００～１２，６５０円。駐車場あり（有料）。
申 市民病院管理課（�６２２－５１２１内線３４０）

催 し

第２２回国民文化祭・とくしま２００７
カウントダウン３６５
１０月２７日	１２：１０～１２：４５。市役所１階国
際親善コーナーで。内容は、カウントダウン
計除幕、応援コンサート（邦楽の調べ）など。
問 文化振興課（�６２１－５１７８）

犬飼農村舞台
阿波人形浄瑠璃公演
１１月３日�１１：００～１５：００。雨天決行。
八多町五王神社境内で。勝浦座による「式
三番叟（そう）」「傾城阿波の鳴門」「生写朝
顔話」など。また、犬飼農村舞台保存会に
よる襖からくり「段返し千畳敷」もあり。
入場は無料。
問 社会教育課（�６２１－５４１９）

第４８回菊花展
１１月１９日�まで。９：００～１７：００（入園
は１６：３０まで）。旧徳島城表御殿庭園（徳島
中央公園内）で。立菊・だるま・福助など
愛好家が作り上げた約２６０鉢を展示。入園
料は大人５０円、子ども３０円。※１０月２９日�
１０：００から小菊鉢を無料配布（先着１００人）。
問 公園緑地課（�６２１－５２９５）

戦災と平和展
～次の世代に語り継ぐために～
１１月９日
～１３日�１０：００～１７：３０。シ
ビックセンター５階ギャラリーで。空襲の
被害に関する写真や遺品などの資料を通し
て、戦争の惨禍を後世に伝え、平和の尊さ
を伝える展示会。入場は無料。
問 �日本戦災遺族会（�０３－３２６４－５２８７）、
福祉課（�６２１－５１７５）

お 知 ら せ

漏水調査にご協力を
１０月２３日�～平成１９年３月１２日�９：００
～１７：００。加茂・加茂名・上八万・川内・
応神・内町・新町・佐古・渭北・西富田・
東富田・入田・不動・沖洲・八万の各地区
において、配水管および各戸の水道メータ
までの漏水調査を実施。宅地内に入らせて

いただくこともありますので、ご協力を。
問 水道局維持課（�６２３－１１８８）

就学時の健康診断
平成１９年４月に小学校へ入学予定の児童
を対象に、１０月中旬から市内各小学校で健
康診断を実施（最終日は１２月７日）。対象者
には通知。受診は無料。
問 スポーツ振興課（�６２１－５４２７）

医師による無料健康相談
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。徳島地域産業保健センターとの
共催。▽休日健康相談・メンタルヘルス健
康相談＝１０月１５日�１３：００～１５：００▽夜間
健康相談＝１０月２０日	１９：００～２１：００
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

要約筆記奉仕員の派遣
聴覚に障害がある人の円滑な意思の疎通
を図るため、話し言葉を書いて伝える要約
筆記の奉仕員を派遣。講演会などの会合の
ほか、個人でも利用可。
問 NPO法人文字情報支援ひこばえ（��
６６８－４５０９）、福祉課（�６２１－５１７７�６２１－５３００）

漁調選挙人名簿の縦覧
平成１９年の徳島海区漁業調整委員会委員
の選挙人名簿を１０月２０日	～１１月３日�ま
で市選挙管理委員会事務局（市役所９階）
で縦覧。
問 市選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

FRP船リサイクルシステム稼動開始
FRP廃船処理の申し込み受け付けは平成

１９年１月１６日�まで。FRP製のボートや漁船
の処理でお困りの人はFRP船リサイクルセ
ンター（�０３－３５６７－６９２９）にご相談を。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

大規模な土地取引は届け出を
大規模な土地取引（市街化区域＝２，０００
㎡以上、市街化調整区域＝５，０００㎡以上）
の権利取得者（売買の場合は買主）は、契
約締結日から２週間以内に届け出が必要。
届け出をしないと法律で罰せられます。
必要書類は①届出書②土地取引の契約書
またはこれに代わる書類③縮尺５万分の１
以上の位置図④住宅案内図⑤公図の写し⑥
その他（必要に応じて委任状など）。
問 開発課（市役所４階 �６２１－５２７０）

JICAボランティア募集説明会
▽青年海外協力隊＝１０月２０日	１８：００～
／１０月２９日�１６：３０～。対象は、平成１８年
１１月１０日現在２０～３９歳の日本国籍を持つ人
▽シニア海外ボランティア＝１０月２９日�
１３：３０～。対象は、平成１９年４月１０日現在
４０～６９歳の日本国籍を持つ人。会場はいず
れも県国際交流協会（徳島駅ビル６階）。募
集期間は１１月１０日	まで。
問 JICA四 国 支 部（�０８７－８３３－０９０１）、
総務課（�６２１－５０１７）

徳島学遊塾
１１月の講座
集合場所は、いずれもふれ
あい健康館（沖浜東２）。
［申し込み方法］［要申込］とあ
る講座は、往復はがき（１枚に
つき１人１講座）に希望の講座
名、住所、名前、電話番号、返信
あて名を記入し、講座開催日
の１０日前（必着）までに学遊塾
運営センター（〒７７０－８０５３
沖浜東２丁目１６ ふれあい健
康館内 �６５７－０１９４）へ。電
話での申し込み不可。申し込
み多数の場合は抽選。
その他の講座は、当日、直接
集合場所へ。
［問い合わせ先］学遊塾運営セ
ンター（�６５７－０１９４）

※子どもと保護者対象の講座に大人だけで参加する場合は受講料
３００円が必要です。

◆シンポジウム「古代の南海道を考える」

［参加費］無料（ただし講演・報告要旨は実費）

◆てくてく いにしえ夢街道～阿波こくふ
街角博物館と古代のロマンに見せられて～

１１月４日�９：３０～１７：００。こくふ街角博物館
と古代の阿波遺跡とその周辺の散策、石井町
中央公民館で企画展の見学など。約７kmを歩
きます。定員は８０人（先着順）。参加は無料。
［申し込み］往復はがきに、住所・名前・年齢・性
別・連絡先を記入し、考古資料館（〒７７９－３１２７
国府町西矢野字奥谷１０－１）へ。

徳島市立考古資料館
特別企画展

１２／３日
まで

よよみみががええるる
古古代代のの南南海海道道

学校・家庭・地域の連携をめざして第第２２７７回回 徳徳島島市市農農林林水水産産展展
オープンスクールを実施木切れ工作の参加者募集
徳島市立の幼稚園、小学校、中学校、
高等学校では、ことしも「とくしま教
育週間（１１月１日～７日）」の関連事業
としてオープンスクールを実施します。
子どもたちの生き生きとした活動や
授業の様子などを参観したり、一緒に
参加することで、学校教育を地域の皆
さんに理解していただき、学校（園）
・家庭・地域が連携・協力し、学校教
育のさらなる充実につなげようとする
ものです。
［実施日］１０月２５日�～１１月２９日�の間
に各学校で設定
［公開内容］通常の教育活動※詳細は各
学校（園）にお問い合わせください。
［問い合わせ］学校教育課（�６２１－５４１２）

１１月１８日�・１９日�に開催する第２７回徳島
市農林水産展（内容は、農林水産業の紹介、新

鮮な野菜や魚介類の生産者直売など）の木工

広場で木切れ工作をしてみませんか。

雑木や間伐材の木片を使って手のひら大の

動物を制作。当日受け付けもありますが、木片

に限りがあるため、予約申し込みを。

［とき］１１月１８日�・１９日�▽午前＝１０：００～▽
午後＝１３：００～。いずれも３０分程度。［とこ

ろ］藍場浜公園東側 ［定員］各回２０人（抽選）

［参加費］２００円 ［申し込み］往復はがきに、住

所・名前・電話番号・参加希望日など（１８日か１９

日と午前か午後）、返信あて名を記入し、１０月

３１日�（必着）までに農林水産課（〒７７０－８５７１
幸町２－５�６２１－５２５１）へ。

古代の南海道の国々の官衙遺跡な
ど出土の考古資料などの展示を通し
て、「古代の南海道」が果たした役割
や人々のくらしと文化の実像の一端
に迫ります。
［と き］１２月３日�まで。
９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
［ところ］考古資料館（国府町西矢野）
［展示資料］古代南海道・宮都出土の
文房具（陶硯など）、文字資料（墨書土
器・刻書土器など）など約８００点
［休館日］毎週月曜日（祝日の場合は
開館）および祝日の翌日
［問い合わせ］考古資料館（�６３７－２５２６）

対象・定員・準備物

動きやすい服装・受講料３００円

２０人。留袖・タオル３枚・小物・コーリ
ンベルト・受講料３００円

２０人。エプロン・タオル・染色用手袋・
水彩絵の具・新聞紙・材料費１，０００円・
受講料３００円

はさみ・カッターナイフ・のり・好き
な色の入った雑誌・受講料３００円

２０人。ペンチ・材料費３００円・受講料
３００円

子どもと保護者対象。動きやすい服
装・シューズ（あれば）・のり・はさみ・
セロハンテープ・材料費２００円

子どもと保護者対象。材料費４００円

２４人。エプロン・ティッシュペーパー
・ガーゼ（２０cm四方）・筆記用具・材料
費１，０００円・受講料３００円

テーマ

社交ダンス

ミセスの第１礼装留
袖とお正月の着付け
［要申込］

干支の色紙作り
［要申込］

好きな色ですてき
なファッション

クリスマスツリ
ー作り［要申込］

動いて楽しく音
楽しよう

クリスマスツリ
ーを作ろう

七宝焼の装身具
制作［要申込］

日時

１１／４�
１３：３０～１５：３０

１１／５�
１３：３０～１６：００

１１／１１�
１３：３０～１６：００

１１／１２�
１３：３０～１６：００

１１／１８�
１３：３０～１５：３０

１１／２５�
１０：００～１１：３０

１１／２５�
１３：３０～１５：００

１１／２５�
１３：００～１６：００

内 容

「古代南海道の官衙と交通路」
（愛媛大学法文学部教授・松原弘宣さん）

「阿波の役所と古代南海道」
（�徳島県埋蔵文化財センター事業第一課第二係長・藤川智之さん）
「南海道の古代寺院と出土瓦」

（徳島市立考古資料館長・一山典）

「紀伊の役所と古代南海道」
（�和歌山市都市整備公社埋蔵文化財班長・北野隆亮さん）
「淡路の役所と古代南海道」
（洲本市立淡路文化資料館次長・浦上雅史さん）

「讃岐の役所と古代南海道」
（香川県埋蔵文化財センター文化財専門員・片桐孝浩さん）

「伊予国の官衙遺跡と南海道」
（�愛媛県埋蔵文化財センター主任調査員・柴田昌児さん）
「土佐の古代遺跡と南海道」
（高知県教育委員会文化財課社会教育主事・池澤俊幸さん）

シンポジウム コーディネーター
奈良大学文学部教授・丸山幸彦さん

基調
講演

基調
報告

基調
報告

とき

１０／２１
�

１４：００～

１７：００

１０／２２
�

１０：３０～

１７：００

伊
予
・
大
小
谷
谷
窯
跡

出
土
の
円
面
硯

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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映画「眉山－BIZAN－」特集
徳島ロケ終了！ご協力ありがとうございました
さだまさしさん原作で、徳島を舞台にした東宝映画「眉山」（犬童一心監督）の撮影がこのほど終了し

ました。撮影の大部分を占める徳島ロケでは、大勢の市民の皆さんの協力により順調に撮影が進められ
ました。８月の実景撮影から約１カ月半にわたって行われた徳島ロケを振り返ります。

徳
島
ロ
ケ
は
、
阿
波
お
ど
り

を
再
現
す
る
劇
中
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
シ
ー
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
日
か
ら
撮
影
に
入
っ
た
主

演
の
松
嶋
菜
々
子
さ
ん
、

大
沢
た
か
お
さ
ん
、
宮

本
信
子
さ
ん
ら
が
熱
演

を
み
せ
ま
し
た
。
撮
影

は
こ
の
ほ
か
、
新
町
川

周
辺
や
眉
山
山
頂
、
繁

華
街
な
ど
市
内
各
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
で
は
市
民
も
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
大

活
躍
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
や
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。映

画
「
眉
山
」
は
、
編
集

作
業
な
ど
を
経
て
、
来
年
５
月

１２
日
公
開
予
定
で
す
。

ボランティアとエキストラの皆さんの声
●ボランティア・高坂理紗さん（１８歳）＝助任本町
「見物に来た人の整理やスタッフ
のお茶の準備、掃除などをしまし
た。撮影のお手伝いをするのは初
めてでしたが、撮影の現場を間近
で見られて、貴重な体験ができま
した。とても楽しかったです。同じ
シーンを何度も何度も撮るなど、
映画づくりの大変さもよく分かりました」
●エキストラ・三村和也さん（４３歳）＝津田町

「助監督に言われるがままに医師
を演じました。緊張しながらも楽
しかったです。丸一日参加して、撮
影したのは１０分。撮影って大変な
んだなと思いました。とっても愛
着のある映画なので、期待してい
ます。この映画によって、徳島市が

全国に知れ渡ればいいなと思います」

徳島ロケを終えて
～犬童監督に聞く～
◆徳島ロケの手応えは？
阿波おどりが撮れたから

この映画が撮れたようなも
の。阿波おどりもちゃんと再
現したので、迫力と説得力の
ある映像が撮れた。

◆市民からの支援に対する印象は？
映画を撮る中で、これほど大きな支援を受けたこと

はこれまでにない。エキストラの人もちゃんと演技し
てくれて、楽しんでくれている感じがあってよかった。
若い人とおばさんたちの演技力は見事。この映画が、
自分たちの街を見直す機会になればいいと思う。

映
画「
眉
山
」徳
島
ロ
ケ
で
は
、た
く
さ

ん
の
方
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徳
島
で
映
画「
眉
山
」を
知
ら
な
い
人

は
い
な
い
と
い
う
ほ
ど
に
、街
ぐ
る
み
で

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
ん
な

映
画
は
他
に
例
を
み
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

映
画
は
来
年
５
月
１２
日
に
全
国
東
宝

系
で
公
開
と
な
る
予
定
で
す
。徳
島
の
皆

さ
ま
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
、素
晴

ら
し
い
感
動
作
に
仕
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。今
後
も
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社

東
宝
映
画

市
民
の
皆
さ
ま
へ

緑緑緑化化化フフフェェェアアア徳徳徳徳島島島島城城城城博博博博物物物物館館館館特特特特別別別別展展展展 美美美美術術術術のののの中中中中のののの三三三三国国国国志志志志 とくしま植物園

［とき］１０月２８日�・２９日�１０：００～１６：００
［内容］◆とくしま植物園全面開園記念品配布

（先着１００人）＝２８日のみ１４：３０～◆松のせん定

講習会＝２９日のみ１１：００～と１３：３０～の２回。参

加無料◆「水と緑の基金」募金コーナー＝募金

していただいた人（先着２００人）に花鉢・苗木を

プレゼント。各日１０：００～◆ミニ園芸教室＝各

日１１：００～。参加費３００円◆ハーブクラフト講習

会＝各日１１：００～。参加費３００円◆竹紙体験コー

ナー＝各日１３：３０～。参加費５００円◆園芸相談◆

花苗・苗木などの展示即売◆チップ堆肥の無料

配布（先着３００人）＝各日１２：３０～

※内容・時間は変更になる場合があります。

［問い合わせ先］公園緑地課（�６２１－５２９５）、と
くしま植物園緑の相談所（�６３６－３１３１）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆「三国志」ハイクラス特別講座江戸時代中期に翻訳が刊
行され、今も人気の高い中
国の歴史小説「三国志」は、
さまざまな文化的影響をも
たらしました。与謝蕪村や
葛飾北斎、また徳島藩のお
抱え絵師たちが「三国志」を
題材にした絵を描いていま
す。今回の特別展では、近世
から現代までの「三国志」の
美術世界を、造形物、出版物
などを通じて紹介します。
［とき］１０月２１日�～１１月２６日�
［出品予定資料］与謝蕪村筆「草廬三顧図・蕭何追韓信図屏
風」、谷文晁筆「赤壁図」、葛飾北斎筆「赤壁の曹操図」（１１月
５日まで展示）、横山光輝漫画原画「張飛」「馬超」など

［受講料］１，０００円［定員］５０人
［申し込み方法］往復はがきに住所、名前、電話
番号を書いて、「三国志特別講座希望」と明記
の上、１０月２４日�（必着）までに徳島城博物館
（〒７７０－０８５１ 徳島町城内１－８）へ。
［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

内 容

英雄たちの風貌－三国志の人物像－
徳島大学教授・葭森健介さん

美術の中の三国志－日本における受容－
徳島城博物館学芸員・小川裕久

神様になった三国志の英雄たち
徳島大学助教授・高橋晋一さん

時間はいずれも１３：３０～１５：００

開催日

１０月
２８日�

１０月
２９日�

１１月
２５日�

▲劇中の病院中庭シーン。撮影中は張りつめた空気が漂う

▲本番前のリハーサルに余念のない監督や出演者たち

▲

支
援
委
員
会
提
供
の
炊
き
出
し
コ
ー

ナ
ー
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

▲

眉
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
特
殊
撮
影

機
材
を
取
り
付
け
る
ス
タ
ッ
フ

▲撮影初日に姿をみせた出演者

▲
晴
天
。
眉
山
山
頂
か
ら
徳
島

市
内
を
撮
影
す
る
ス
タ
ッ
フ

▲

撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
確
認

す
る
犬
童
監
督
。
表
情
は
真
剣

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈映
画「
眉

山
」支
援
委
員
会
�（
６
２

１
）５
２
３
２

▲川本喜八郎作「諸葛亮」

▲クライマックスとなる大規模な阿波おどりシーンの撮
影。このシーンの撮影は計５日間行われた

▲葛飾北斎筆
「赤壁の曹操図」
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